
平成 26 年（2014 年）６月那覇市議会定例会

一 般 質 問 発 言 通 告 書 （ ３ 日 目 ）

平成 26 年６月 12 日（木）

※１人当たり 15 分間（答弁を除く）

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

１ 古 堅 茂 治

(日本共産党)

質問方式

一問一答方式

（質問席のみ）

１ 翁長市長の

政治姿勢、米

軍基地問題に

ついて

(１) 仲井眞県知事は昨年「慰霊の日」の「沖縄

全戦没者追悼式」で、「・・・日米両政府に

対して、一日も早い普天間飛行場の県外移

設、そして、日米地位協定の抜本的な見直し

などを強く求めます。私たちは、沖縄戦の教

訓を継承するとともに、わが国が築いてきた

平和主義の堅持を強く望むものであります。

慰霊の日に当たり、全戦没者のみ霊に謹んで

哀悼の誠を捧げますとともに、恒久平和の実

現を目指して、県民の強い思いと英知を結集

してまい進していくことを宣言します」と全

世界に向けて「平和宣言」を読み上げている。

自ら読み上げたこの「平和宣言」、自ら掲げ

た公約、さらに、沖縄の心と戦争犠牲者の声

なき声を踏みにじり、米軍新基地建設を積極

的に推進する仲井眞県知事の政治姿勢には

誠がない。翁長市長の見解を伺う

(２) 和魂
にぎたま

(平和への魂）となりて

   しずもる おくつきの（お墓）

み床の上をわたる 潮風

翁長助静詠（魂魄の塔碑）

本島南部各地に散乱していた遺骨を収集し

1946 年に建立された沖縄戦没者の最初の慰霊碑

「魂魄の塔」を命名し、戦没者の御霊の冥福を祈

る歌碑を詠んでいる翁長助静氏（元真和志市長）

は翁長市長のご尊父

翁長市長は魂魄の塔の平和が原点の心を継ぎ、

「沖縄と那覇市が未来に向け発展していくため

には、イデオロギーの対立を乗り越えて、平和へ

の思いで結束していくことが必要だ」と強調して

いる。６.23 慰霊の日を前にして平和な沖縄づく

りへの翁長市長の決意を改めて伺う



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

(３) 自由民主党新風会と安慶田議長による翁

長市長への県知事選挙出馬要請は、那覇市議

会議員としての自らの公約、島ぐるみ・オー

ル沖縄のたたかいの発展をリードした幾多

の那覇市議会の決議、県民の心＝「建白書」

の立場を信念をもってつらぬき、米軍新基地

をおしつける勢力とたたかうとの那覇市会

議員の良識と理性、気概をしめしたもので高

く評価する。政府や自民党本部、県連などの

強圧に屈することなく、うちなんちゅの魂を

発揮し、民意を踏みつける県政を変えようと

果敢にたちあがった自由民主党新風会と安

慶田議長の動きは、「建白書」の立場で米軍

基地に依存しない沖縄づくりへ、超党派の新

たな枠組みの構築、民意に応えた政治に変え

ていく大きな流れになると確信する。翁長市

長の見解を問う

(４) 名護市辺野古沖でのボ－リング調査、ブイ

の設置、制限水域の拡大、本体工事の着工の

前倒しなど、政府は県民の圧倒的反対の声を

踏みつけ、米軍新基地建設を強引に強行しよ

うとしている。翁長市長の見解を問う

(５) 米軍基地返還跡地で発展が著しい那覇新

都心の雇用、税収、経済効果等を問う

(６) 新らしく まとまり街 創り立て

うるま島浦のいしづえとせむ

翁長助静

自由民主党新風会と安慶田議長の翁長市長へ

の知事選出馬要請以降、良識ある保守のみなさ

ん、経済界、各分野、各階層など幅広い県民のみ

なさん、超党派から熱い期待の声があがっている

沖縄県の創造への挑戦について翁長市長の見

解を伺う

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年６月 12 日(木)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

２ 亀島 賢二郎

(自由民主党

新風会)

質問方式

総括質問方式

(演壇・質問席)

１ 公園行政に

ついて

２ 第 30 回Ｎ

ＡＨＡマラソ

ンについて

３ 駐輪場整備

について

４ 消防行政に

ついて

(１) 那覇市内の公園整備、建設、遊具の選定

はどのように決定しているか。また、今後

の維持管理費はどのように考えているか

(２) 若狭公園を地域や利用者のニーズに合っ

た整備をするべきだと考えるが、見解を伺

う

(３) 公園内におけるホームレス対策について

(４) 新都心公園人工芝整備について

  ① 平成24年、25年度の多目的広場の使用

料の収入

② 人工芝導入と天然芝に戻す場合の費用

の比較

  ③ 人工芝と天然芝の安全性を比較、検証

したか

予定参加定員数、ハーフマラソン導入につい

ての見解

(１) 那覇市道にある駐輪場の数、今後の駐輪

場整備計画について

(２) 月額契約駐輪場の導入について

６分30秒未到達地区を解消するため、小禄地

区に新しく消防署所を建設する計画があるが、

建設に伴う職員増員は何名なのか。また、職員

増員スケジュール計画を立てているのか伺う

【答弁を求める者】

市長、副市長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年６月 12 日(木)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 金 城 眞 德

(自由民主党

新風会)

質問方式

総括質問方式

(演壇･質問席)

１ 仮園舎の使

い回しについ

て

２ 草花苗等の

申し込み状況

について

３ 点在する小

公園の活用に

ついて

４ 道のオアシ

スづくりにつ

いて

保育園では老朽化した園舎建替えのため、仮園

舎を一定期間使用している。その後、新しい園舎

に引っ越しをして、仮園舎を取り壊しているが、

この仮園舎を使い回しできないか、伺う

充分に市民の需要に対応できているのか、伺う

子供たちの元気な声と共に安心して遊べる地

域の身近な小公園のリフォーム再活用について

伺う

都市計画マスタープランの中に道のオアシス

づくりの計画があるが、どのような事業を計画し

ているのか、そしてその進捗状況を伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年６月 12 日(木)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

４ 桑 江  豊

(公 明 党)

質問方式

総括質問方式

(質問席のみ)

１ 福祉行政に

ついて

２ 経済観光行

政について

３ 総務行政に

ついて

４ 道路行政に

ついて

「臨時福祉給付金」及び「子育て世帯臨時特

例給付金」について以下伺う

(１) 給付システム導入の状況

(２) 給付体制及びスケジュール

那覇市離島連携事業「島たび助成」について

以下伺う

(１) 平成26年度の応募状況及び当選率

(２) これまでの成果と課題

(３) 事業終了の理由

市の広報紙「広報なは市民の友」について以

下伺う

(１) 配布状況及び予算

(２) 市民の反応及び課題

(３) 電子チラシを活用した配信事業に対する

見解

以下見解を伺う

(１) 田原11号歩道凹凸の改修及び街路樹の剪

定を早急に行うべきである

(２) 県道29号（龍潭通り）鳥堀1丁目バス停近

くの歩道中央にある電柱を早急に移動する

よう県に強く要望すべきである

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年６月 12 日(木)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

５ 大 浜 安 史

(公 明 党)

質問方式

総括質問方式

(質問席のみ)

１ 薬物乱用防

止について

２ 小中学校耐

震度について

３ 久場川児童

館の安全対策

について

４ 鳥堀12号線

整備計画につ

いて

(１) 小中学校での薬物乱用防止について伺う

(２) 青少年健全育成条例の制定について伺う

(１) 大名小学校校舎建設中であるが、進捗状況

について伺う

(２) 大名小学校体育館の建替計画について伺

う

(３) 城北小学校体育館の建替計画について伺

う

久場川児童館と児童クラブを利用する多くの

児童がキャッチボールやドッジボール等の広場

で遊んでおり、保育所側への安全対策として防球

ネット等の設置について伺う

(１) 鳥堀12号線の整備計画について伺う

(２) 鳥堀12号線整備に伴い道路拡幅のため、電

柱が障害となり交通事故になりかねない状

況であります。電柱の移動について伺う

【答弁を求める者】

  市長、教育長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年６月 12 日(木)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

６ 前 田 千 尋

(日本共産党)

質問方式

一問一答方式

（質問席のみ）

１ 那覇市の平

和教育につい

て

２ 旭ヶ丘公園

の整備につい

て

３ 児童クラブ

(学童保育)の

充実について

今年も６月23日の慰霊の日が訪れる。命どぅ

宝、二度とあの悲惨な戦争を繰り返さないとの

平和の思いを引き継ぐためにも、平和教育は重

要である

(１) 那覇市内の小中学校では、平和教育をど

のように取り組んでいるのかを問う

(２) 那覇市内に、戦争の悲惨さを伝え、平和

の尊さを学べる施設はどのくらいあるのか

を問う

(３) 対馬丸記念館の活用はどうなっているか

を問う

対馬丸記念館横にある旭ヶ丘公園内には、小

桜の塔などさまざまな塔が設置されている。海

鳴りの像の周辺は、樹木の根が路面をはり、大

変歩きづらくなっている。公園を訪れる方の安

全性の確保と、平和学習の場としても活用する

ためにも、早急に整備を行うべきではないか。

対応を問う

学童保育は、「共働き・一人親家庭の小学生の

放課後（土曜日、春夏冬休みの学校休業中は１

日）の生活を継続的に保障すること」「そのこと

を通して、親の働く権利と家族の生活を守る」

という役割を持っている

(１) 本市の学童保育の現状、学童数と待機児

童数について問う

(２) 国の省令では、１学童は概ね 40 名定員。

児童生徒ひとりあたりの面積が 1.65 ㎡必要

となる。那覇市はあと幾つ学童を増やすの

か。現在ある学童でも分離しなくてはいけ

ないが、猶予期間など、どのように整備し

ていくのかを問う



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

４ 公設市場の

管理運営につ

いて

(３) 学童保育の質の向上と指導員確保のため

にも、処遇改善すべきである。見解を問う

那覇市の観光スポットでもある公設市場は地

元客、観光客など多くの人が集う場所である

(１) 第一牧志公設市場内での、分煙対策はど

うなっているのかを問う

(２) 空き小間の状況と活用について問う

(３) 市場組合から市長あてに要望事項が提出

された。今後の対応を問う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年６月 12 日(木)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

７ 宮 平 の り子

( 社 民 党 )

質問方式

総括質問形式

(演壇・質問席)

1  電磁波と健

康について

２ 住基ネット

とマイナンバ

ー制度につい

て

図書館、ＣＤ販売店、ビデオレンタルショッ

プに設置されている盗難防止ゲート、本やＣＤ

に磁気テープが張られ、レジやカウンターで処

理せずに持ち出そうとするとゲートのセンサー

が検知し、ブザーやランプで警告するというも

の。そこで次のことについて伺う

(１) 那覇市立中央図書館の盗難防止ゲートの

設置概要について

（導入時期、導入箇所、導入費用、盗難防止

効果、職員の健康問題等）

(２) 総務省では、2003 年盗難防止ゲートの心

臓ペースメーカーや植え込型除細動器への

影響について①ゲートでは立ち止まらない

で、すみやかに中央付近を通り過ぎるこ

と。②ゲートの周辺にとどまらず、寄りか

かったりしないことを勧告している

このような勧告を表示しているか

(３) 市民の暮らしや職場の環境を守っていく

ために電磁波測定器を市役所に備え、市民

や職員に貸出しをすることについて伺う

(４) 校舎、園舎等新築改築の際、配線につい

て、電磁的平衡を保ち電磁波を低減する方

法で設計、あるいは仕様書に盛り込むこと

はできるか

住基ネットは、住民の利便性の向上と、国及

び地方公共団体の合理化に資するため、居住関

係を証明する住民基本台帳をネットワーク化

し、全国共通の本人確認ができるシステムとし

て、構築されるとしたものであった



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 識名地域の

課題について

平成 11 年住民基本台帳法の改正により、市町

村の区域を超えた、事務処理を行うため、各市

町村の住民基本台帳のネットワーク化が図られ

た。しかし、この住基ネットを巡り、プライバ

シーの保護を容易に侵害するとして、日本国憲

法に違反するとして訴訟が持ち上がり、原告の

勝訴や敗訴があり、また、最後までネットワー

クに参加しない自治体もあり今日に至ってい

る。そこで次のことを伺う

(１) 住基ネットにかかった過去３年の費用は

いくらか（国庫補助と一般財源別に）

(２) 住基カードの発行枚数と利用状況(過去  

３年)

(３) 社会保障・税に関する番号制度に係るシ

ステムの改修費、ランニングコストについ

て伺う

(１) 識名真地線（上間入口交差点から識名交

差点まで）の道路は、周辺には小中学校が

あり、通学路として利用されている。歩道

もなく、幅員も７ｍ程度と狭小である。快

適で安全な歩行空間の創出を図るとして、

事業名「那覇広域都市計画道路事業」３･

５･10 号識名真地線として、平成 19 年度に

実施設計、地質調査、用地測量を開始、平

成 25 年度には完了の予定と地域住民は事業

者の県から説明を受けているが、進捗状況

と、今後の見通しについて伺う



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

(２) 2010 年 10 月に開通した識名トンネルの

真上に住居のある方々は、識名トンネル工

事の影響で、風呂場の壁にひびが入った

り、玄関駐車場のタイルがひび割れたりし

たままの今日まで至っている。その他被害

と合わせ、損害補償の進捗状況と、今後の

見通しについて伺う

(３) 那覇市民共同墓が完成したが、バス路線

の案内をはじめ、車で来る申込者、見学

者、参拝者など利用者への駐車場の対応は

どのようになっているか

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長


